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●休日救急歯科当番医（午前9時〜正午）

日 曜日 医療機関 電話番号

1 日 鈴木歯科医院（磐田市中泉） 35-1234

8 日 市野歯科医院（磐田市今之浦） 37-0648

15 日 磐田市立総合病院歯科口腔外科（磐田市大久保） 38-5000

22 日 もりひこ歯科医院（磐田市富丘） 37-6487

日 曜日 内科系医療機関 電話番号 外科系医療機関 電話番号

1 日 山名診療所（内、リウマチ、循環器、消化器） 49-1331 岩本外科医院（外、整形、胃腸、肛門） 23-6766

2 月 河野内科医院（内、放射線） 42-2277 宮嶋耳鼻咽喉科（耳鼻咽喉） 43-7110

3 火 いしづか小児科・内科クリニック（小児、内） 49-2099 井原外科医院（外、胃腸、内、皮膚） 42-5601

4 水 志村内科医院（内、呼吸器、小児） 44-1159 渡辺整形外科（整形、外、リウマチ、リハビリテーション） 43-7111

5 木 永田内科消化器科医院（内、消化器） 43-2355 笠原産婦人科医院（産婦） 42-3616

6 金 坂口医院（内、小児） 42-3423 可睡の杜レディースクリニック（婦人、産） 49-5656

7 土 旭日小児科医院（小児、内） 43-3080 大草皮膚科（皮膚、形成、アレルギー） 44-1112

8 日 青葉こどもクリニック（小児、アレルギー） 41-0852 井原外科医院（外、胃腸、内、皮膚） 42-5601

9 月 三木小児科医院（小児） 43-3797 栗田眼科医院（眼） 43-0120

10 火 橋本内科循環器科医院（内、循環器） 43-9555 川島整形外科医院（整形、リウマチ、リハビリテーション） 42-3555

11 水 いしづか小児科・内科クリニック（小児、内） 49-2099 みつはし医院（泌尿器、外） 43-1231

12 木 山名診療所（内、リウマチ、循環器、消化器） 49-1331 でんだ整形外科（整形、外、リハビリテーション、リウマチ） 49-3311

13 金 諸井医院（小児、内） 43-8611 とりい痛みのクリニック（麻酔、リハビリテーション） 45-1777

14 土 徳永医院（内、小児、放射線、皮膚） 23-2017 下出耳鼻咽喉科医院（耳鼻咽喉） 42-3055

15 日 永田内科消化器科医院（内、消化器） 43-2355 せきづか皮ふ科（皮膚、アレルギー、形成） 41-0011

16 月 神谷医院（内、循環器） 23-4019 おのでらクリニック（耳鼻咽喉） 30-1188

17 火 野草こども診療所（小児、アレルギー） 48-5515 岩本外科医院（外、整形、胃腸、肛門） 23-6766

18 水 浅羽医院（内、胃腸） 23-6320 渡辺整形外科（整形、外、リウマチ、リハビリテーション） 43-7111

19 木 いしづか小児科・内科クリニック（小児、内） 49-2099 月見の里・消化器内視鏡クリニック（消化器外、胃腸内、内、外、肛門外） 48-5050

20 金 城所医院（内、消化器） 44-2323 井原外科医院（外、胃腸、内、皮膚） 42-5601

21 土 旭日小児科医院（小児、内） 43-3080 大草皮膚科（皮膚、形成、アレルギー） 44-1112

22 日 ひろクリニック（内） 48-5200 月見の里・消化器内視鏡クリニック（消化器外、胃腸内、内、外、肛門外） 48-5050

23 月 小野クリニック（内、呼吸器、消化器） 43-9833 可睡の杜レディースクリニック（婦人、産） 49-5656

24 火 諸井医院（小児、内） 43-8611 せきづか皮ふ科（皮膚、アレルギー、形成） 41-0011

25 水 たかお内科医院（内、循環器内） 41-3000 みつはし医院（泌尿器、外） 43-1231

26 木 山名診療所（内、リウマチ、循環器、消化器） 49-1331 でんだ整形外科（整形、外、リハビリテーション、リウマチ） 49-3311

27 金 青葉こどもクリニック（小児、アレルギー） 41-0852 とりい痛みのクリニック（麻酔、リハビリテーション） 45-1777

28 土 旭日小児科医院（小児、内） 43-3080 大草皮膚科（皮膚、形成、アレルギー） 44-1112

2月の夜間・休日の救急当番医
◇発熱や軽度のけがなどを治療する一次救急医療は、次の救急当番医をご利用ください。
◇市民病院は、祝日を除く月〜金曜日の午後 5時〜 10時は、手術や入院治療を必要とする二次救急に専念しています（月〜
金曜日の午後 10時〜翌朝午前 8時 30分及び、土・日曜日、祝日は、24時間体制で一次・二次救急医療を実施しています）。

◇救急診療を受ける時は、必ず電話で症状などを当番医に連絡してから受診してください。

●夜間・休日救急当番医（▽月〜金曜日…午後5時〜午後10時、▽土曜日…午後1時〜午後5時、▽日曜日・祝日…午前9時〜午後5時）

健康づくり政策課健康企画室　☎ 44-3138
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皆
さ
ん
は
、鳥
居
信
平
と
い
う
人
物
を

ご
存
じ
で
す
か
。地
球
科
学
者
で
南
極
越

冬
隊
長
だ
っ
た
、鳥
居
鉄
也
氏
の
父
に
あ

た
り
、今
か
ら
80
年
以
上
も
前
、日
本
の

統
治
時
代
の
台
湾
南
部
に
、先
駆
的
な

地
下
ダ
ム
を
築
い
た
水
利
技
師
で
す
。

　
こ
の
度
、鳥
居
信
平
氏
の
功
績
に
対
し

て
、台
湾
屏へ

い
と
う
け
ん

東
県
の
篤
志
家
か
ら
袋
井
市

に
胸
像
を
贈
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、袋
井
市
出
身
の
偉
大
な
水
利

技
師
・
鳥
居
信
平
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

大
正
３
年
、徳
島
県
で
土
木
技
師
を
し
て

い
た
信
平
は
、当
時
、日
本
の
植
民
地
政
策
の

代
表
的
企
業
だ
っ
た「
台
湾
製
糖
(株)
」の
技
師

と
し
て
台
湾
へ
渡
り
ま
し
た
。

　

台
湾
の
河
川
は
、上
流
と
の
落
差
が
急
な

た
め
、雨
期
に
は
洪
水
が
起
き
や
す
く
、さ

ら
に
、台
風
の
通
り
道
で
、毎
年
の
よ
う
に
、

農
作
物
に
大
き
な
被
害
が
出
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、乾
期
に
は
川
が
干
上
が
る
な
ど
、当
時

の
農
民
は
水
の
確
保
が
で
き
ず
、長
い
間
、苦

し
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、サ
ト
ウ
キ
ビ
の
安
定
供
給
の

た
め
に
、土
地
改
良
や
灌か

ん
が
い漑
と
排
水
シ
ス
テ

ム
の
改
善
を
必
要
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

台
湾
に
渡
っ
た
信
平
は
、す
ぐ
に
水
源
、土

壌
、作
物
の
用
水
量
の
調
査
を
始
め
、イ
ン

ド
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
の
水
利
事
情
を

視
察
。大
正
８
年
か
ら
は
、農
場
開
設
の
た

め
、渓
流
の
こ
う
配
や
伏
流
水
の
状
態
を
克

明
に
調
査
し
、台
湾
南
部
の
屏
東
県
に
あ
る

林り
ん
ぺ
い
け
い

辺
渓
に
地
下
ダ
ム
を
造
る
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。

　

地
下
ダ
ム
は
、日
本
で
見
ら
れ
る
、川
の

表
流
水
を
せ
き
止
め
る
ダ
ム
と
は
違
い
、地

下
水
の
流
れ
を
せ
き
止
め
る
構
造
で
、信
平

は
、現
地
の
人
々
の
大
切
な
狩
り
場
や
漁
場

に
配
慮
し
、生
態
系
や
自
然
を
壊
す
こ
と
の

な
い
よ
う
に
設
計
し
ま
し
た
。

　

工
事
は
、大
正
10
年
５
月
か
ら
始
ま
り
、

長
さ
３
２
８
ｍ
の
ダ
ム
を
埋ま
い
せ
つ設
し
ま
し
た
。

ダ
ム
に
集
め
ら
れ
た
伏
流
水
は
、導
水
路
を

通
し
て
送
ら
れ
、支
線
か
ら
、小
支
線
を
通
っ

て
扇
形
の
屏

へ
い
と
う東
平へ
い
げ
ん原
に
行
き
渡
る
よ
う
に
工

夫
し
ま
し
た
。

　

作
業
に
は
、現
地
の
労
働
者
延
べ
14
万
人

以
上
を
要
し
、労
働
者
に
は
、日
給
62
銭
が

支
払
わ
れ
、工
事
が
終
わ
る
こ
ろ
に
は
現
地

の
人
々
の
生
活
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
、彼
ら
に
と
っ
て
こ
の
工
事
は
、近
代
科

学
と
の
最
初
の
出
会
い
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

大
正
12
年
に
２
，５
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
に

及
ぶ
農
場
が
完
成
。豊
水
期
は
一
日
約
25
万

ト
ン
、乾
期
で
も
約
７
万
ト
ン
の
農
業
用
水

と
飲
料
水
を
供
給
し
、こ
の
土
地
の
開
拓
事

業
は
、地
域
住
民
の
生
活
向
上
に
大
き
く
貢

献
し
ま
し
た
。

　

当
時
、伏
流
水
を
こ
の
よ
う
に
大
規
模
利

用
し
た
灌
漑
施
設
は
例
が
な
く
、極
め
て
ざ

ん
新
な
試
み
だ
っ
た
た
め
、昭
和
11
年
、農
業

土
木
の
関
係
者
と
し
て
、初
め
て
日
本
農
学

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

台
湾
南
部
で
は
、今
も
20
万
人
を
越
え
る

人
々
が
こ
の
地
下
ダ
ム
の
恩
恵
を
受
け
て
暮

ら
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、環
境
問
題
や
水
の
危
機
が
叫
ば
れ

る
な
か
、信
平
が
環
境
に
配
慮
し
て
埋
設
し

た
地
下
ダ
ム
が
改
め
て
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
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「
諸
君　

」（
文
藝
春
秋
）

鳥
居
信
平
　

　
台
湾
に
渡
る

地
下
ダ
ム
の
埋
設
と

　
台
湾
の
人
々
の
暮
ら
し

◇鳥居信平（1883～1946）
明治16年、周智郡山梨村（現在の上山梨）生ま
れ。少年時代を袋井で過ごし、金沢の四高に進
学後、東京帝大（現在の東大）農科大学に入学。
卒業後は農商務省農務局、徳島県技師などを経
て、「台湾製糖（株）」に転職し、地下ダムの埋設
に尽力。

鳥居信平が造った地下ダム（屏
へいとうけん

東県林
りんぺいけい

辺渓）

地下ダムの断面構造

！

袋井市出身の偉大な水利技師　鳥
 と り い  の ぶ へ い

居信平ものがたり


